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第 1図 上塩尻大村の景観 （提供清水窓之助氏

撮影折井正彦氏 昭和40年頃）
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は
じ
め
に

雑
誌
関
係
要
目

日
本
民
俗
学
（
一
七
五
）
63
．
8

日
本
民
俗
学
会

「
十
五
夜
の
盗
み
」
覚
布
ー
盗
み
と
神
意
ー

••••

…
•, 

．．．．．
．．．．．
．．．
．．
．．．．．．．． 
,
•
•吉
成
直
樹

都
市
と
疫
病
ー
近
世
大
坂
の
風
の
神
送
り
ー

•.•.••

.•
• ,•…

•, 
•.••.••.••••••

•• 

…
高

岡

弘

幸

山
陰
地
方
に
お
け
る
飛
魚
タ
モ
抄
網
漁
に
つ

JI
笥

史

人

て
．．．．．．
．．．．
．．．
．．．．．．．．．．
．．．． ……— 

し

日

75
社
四
淋
21
に
同
じ

76
『
祈
津
市
史
』
六
（平
成
二
年
刊
行
予
定
新
津
市
）

77
池
田
乎
「野
涵
県
の
民
家
追
築
の
習
俗
」
（
『中
部
地
方
の
住
い
丙
俗
』

"＇，
4
.）
 

78
"則

i

心名
り39
に
同
じ

79
前
如
It
り52
に
同
じ

8
0崩
函
g
•
4
3
に
同じ

81．舟
函
じパ
9
に
同
じ

82
前
徊
．
す
7
に
同
じ

弩
大
栗
狸
森
の
民
俗
ー
福
島
県
須
賀
川
市
大
栗
狸
森
ー
』
（
昭
和
五

一年

店会）

84
『
上
小
阿
仁
の
民
俗
』（
昭
和
五
五
年
東
洋
大
学
民
俗
研
究
会
）

85
『
咋
合
日
本
民
俗
語
f

心（
昭
和
三
0
年

平
凡
社
）

86
前
渇
t
921
に
同
じ

87
前
掲
ば
12
に
同
じ

88
前
掲
淋
60
に
同
じ

89
前
掲
t
り21
に
同
じ

90
前
掲
れ
い
7
に
同
じ

昭
和
五
九
年
明
玄

西
郊
民
俗
該

91
津
山
正
幹
「
家
造
り
と
毀
礼
ー
粥
で
祝
う
習
俗
ー
」（
『人
生
茅
亭
ー
住
ま
い
の
文
化
誌
ー
』

昭
翌
ハ
ー
年
｀
｀
、
4

，ヮホ
ー
ム
総
合
研
究
所
）

92
両
褐
●
い
39
に
同
じ

93
前
沿
Itパ
64
に
日
じ

94
前
掲
"
21
に
同
じ

95
山
口
弥

一
郎
『
東
北
の
食
習
』
（
昭
和
二二
年
河
北
新
報
社
）

96
「
5
幻
It
い13に
同
じ

97
打
掲
じ
り
39
に
同
じ

9
8
i
~
渇
＂
り

6
4に
同
じ

99
前
掲
F
パ

7
に
同
じ

loo
石
津
襄
澄
「
家
移
り
粥
報
告
」
（
『
土
の
い
'
0
』
10
|

i
ハ

101
「栃
木
県
民
俗
辞
典
・-（
平
成
元
年
下
野
新
聞
社
）

102
前
掲
杏
53
に
同
じ

103
前
掲
む
2
に
同
じ

lol
前
掲
北
り21
に
同
じ

105
前
掲
匹
1
3
に
同
じ

時
間
の
国
の
ア
リ
ス
ー
漫
画
の
匁
坦
と
漫
画
の
結
婚
ー

•..
....
•. 
：
 
...•....•

••.••
.••
•.
•.•• 

：
森

雅

雄

写
真
の
フ
ォ

ー
ク
ロ
ア
ー
近
代
の
民
俗
ー

・
:
・
…
…
…
…
…
…
・
：
・
・
・
・・
・・・・・
・

阿

南

透

田
結
浮
立
の
考
察
：
．．．
．．．．．
．．．．
．．．．．．． 
入
江

滑

食
の
伝
承
ー
岡
山
県
の
す
し
の
特
徴
と
地
域
性
ー

:
・
:
・…
…
…
…
 
.•
... 

；
・
；
：
・
:
・
:
今

田

節

子

韓
国
に
お
け
る
日
本
民
俗
研
究
の
回
顧
と
展

望
…
…
．．．
．．
．．．．
．．．．
．．．
．．
 
…
…・： 
．．
 
祖

吉

城

西
郊
民
俗
(
―
二
七
）

西

郊

民

俗

談

話
会

蚕
業
の
先
駆
者
を
輩
出
し
た
上
田
市
上
塩
尻
の
集
落
と
民
家

長
野
県
は
「
製
糸
王
国
」

と
ま
で
言
わ
れ
、
蚕
糸
業

そ
の

が
盛
ん
で
あ
っ
た
C

中
で
も
上
田
市
は
松
本
市

に
次
ぐ
商
都
で
、
そ
の
経

済
的
基
盤
と
な
っ
た
の
は

周
辺

の
蚕
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
隆
盛
さ
は
「
蛮
都
上

田
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た
ほ

ど
で
、

こ
の
地
方
の
経
済

を
初
め
政
治
や
文
化

な
ど

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ

す
と
共
に
全
国
的
に
も
知

昭
和
八
年

七
の
い
ろ
社
）

「
位
牌
所
」
の
問
題
．．
．．．
．．．．
．．．．．
．．
．．
．．
 
木

村

博

多
降
の
道
祖
神
ま
つ
り
．．．．
．．．．．
．．．．．
．
 
栗

田

純

子

長
又
の
オ
ピ
シ

ャ
に
つ
い
て
．．．
．．
 
；：
小

林

安

典

北
九
州
の
か
か
え
地
蔵
：
・：',
．．
．．． 
,
：
大
島
建
彦

外
国
人
に
よ
る
日
本
伝
承
文
学
の
研
究

H

ー
フ
ラ
ン
ス
語
B
5

の
事
例
に即
し
て
1

,：

山

木

節

怪
異
雑
考
四
ー
新
奴
異
変
m
|

…
…
,
：
高
楢
敏
弘

名
古
屋
民
俗
（
四
二
）
89
．
5

名
古
歴
民
俗
研
究
会

鈴
鹿
山
脈
北
部
時
山
集
落
の
民
俗
②

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．
．．．
．．
．．．
．．
 
服
部

ら
れ
た
。
そ
の
現
れ
の

一
っ

は
、
わ
が
国
が
蚕
業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ

蚕
糸
専
門
学
校
を
一
ー
一校
設
け
た
そ
の
一
校
を
上
田
に
設
け
た
こ
と
で
も

明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
「
蚕
都
上
田
」
の
中
で
も
上
田
市

上
塩
尻
（
旧
小
県
郡
塩
尻
村
）
は
蚕

種
商
人
が
大
勢
住
み
全
国
屈
指
の
蚕
種
の
本
場
と
し
て
栄
え
た
村
で
、

次
の
点
が
特
筆
さ
れ
る
。

1
蚕
書
と
蚕
業
先
駆
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
蚕
書
が
全
国
で
合
計
百
余
点
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
内

五
点
が
上
塩
尻
の
左
記
の
蚕
業
先
駆
者
三
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
乾
湿
計
も
当
地
で
発
明
さ
れ
靱
作
・
販
売
さ
れ
た
。

塚

田

与

右

衛

門

正

徳

五

年
(

i

七

一
五）

1
文

化
七

年
(
-
八
一

0
)

『
新
撰
甦
蚕
秘
甚
』
『
蓑
蚕
後
編
』

文
化
―
二
年
（

一
八
一

五
）
ー
明
治
二
三
年
(
-
八
九

0)

『
続
錦
雑
誌
』
『
蛋
か
ひ
の
学
』

藤
本
善
右
衛
門

小

木
J

↑
 

昌

人

（
越
谷
市
大
房
一
0
0
六
ー
四
ー
四
一
0
)

誠
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清
水
金
左
衛
門
文
政
六
年
(
-
八
二
＝
＝
）
！
明
治
ニ―

年
(
-
八
八
八
）

『
投
函
教
弘
緑
一
一
沢
五
位
湿
叶
用
方
』
沢
蚕
佗
湿
計
の
発
明
、

玉
糾
の
考
案

2
亙
寮
造
り
の
居
宅
と
専
用
蚕
室
が
昔
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
。

江
戸
か
ら
明
治
に
亘
る
各
年
代
に
建
て
ら
れ
た
蚕
室
造
り
の
屈
宅
お

よ
び
専
用
蚕
室
が
約
五
〇
棟
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
形
は
大
別
す
る
と

次
の
と
ぢ
り
で
あ
る
。

位
矛
荘
き
の
家
を
沢
盟
用
に
改
造
し
た
家

笠
矛
荘
き
の
登
根
の

一
部
を
改
造
し
て

二
階
を
作
っ
て
蚕
室
に
し
た

,'‘ いる

が
茅
荘
き
か
瓦
在
き
で
最
初
か
ら
二
階
建
て
蚕
室
造
り
に
し
た
家

こ
，
砂
る
の
亙
室
造
り
は
前
記
先
怒
者
が
自
身
で
設
計
し
て
建
て
た
り
、

そ
の
指
沌
や
影
特
の
元
に
作
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
駆
者
と

各
時
代
の
狸
蚕
技
術
が
民
家
に
及
ぽ
し
た
影
響
の
実
証
に
な
る
。

壁
の
仕
上
げ
は
、
真
壁
造
り
が
普
通
だ
が
他
の
農
村
に
比
べ
て
白
壁

の
大
壁
造
り
も
多
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
白
墜
の
塗
り
籠
め
造
り
の
蔵
が

殆
ど
の
家
に
あ
る
。
ま
た
、
長
屋
門
、
四
脚
門
な
ど
門
構
え
が
立
派
な

家
が
あ
る
。

3
蚕
室
造
り
集
落
と
北
国
街
道
の
家
並
み
の
景
観
が
美
し
い
。

蚕
室
造
り
居
宅
と
専
用
蚕
室
か
棟
を
ほ
ぽ
東
西
の
方
向
に
向
い
て
並

び
美
し
い
集
落
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
白
壁
の
蔵
が
点
在
し
て
漿

観
に
変
化
を
与
え
て

い
る
。

C
.i
国
は
西
に
滝
＇
只
ろ
千

IUiIll
-l
な

っ
て
い
る
。

上
模
尻
の
西
に
は
千
曲
川
を
挟
ん
で
下
塩
尻
と
対
岸
の
半
過
に
岩
昇

と
呼
ば
れ
る
岩
山
が
あ
る
0

岩
昴
と
対
岸
の
山
と
の
距
離
は
万
百
認
ほ

ど
に
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
こ
か
ら
上
田
盆
地
に
吹
き
込
む
西

風
ば
、
強
い
風
と
な
っ
て
上
塩
尻
に
吹
き
つ
け
る
。
こ
れ
を
「
塩
尻
の

カ
ラ
ッ
風
」
と
い
い
、
当
地
で
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
西
の
卓
越
風
の

た
め
上
塩
尻
の
木
々
の
枝
は
東
に
な
ひ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
西

風
が
桑
に
当
た
り
キ
ョ
ウ
ソ
（
蠅
の

一
種
カ
イ
コ
ウ
．．
 ／
パ
イ
）
が
寄
り
つ
け

ず
、
蚕
種
用
の
蚕
に
与
え
る
歩
桑
の
栽
培
に
好
適
と
な
っ
て
い
る
。
ひ

い
て
は
上
塩
尻
か
全
国
屈
指
の
蚕
種
の
産
地
と
な
る
自
然
環
境
的

一
因

と
な
っ

た
。

耕
地
は
、
北
側
が
山
、
南
側
は
度
々
氾
濫
す
る
千
曲
川
に
挟
ま
れ
て

狭
い
。
こ
の
た
め
豊
か
な
農
耕
地
が
得
ら
れ
ず
、
言
い
伝
え
に
「
三
ば

い
九
つ
」
（
団
子
[―
-
「
―
入
っ
た
団
子
汁
―――
ば
い
が
夕
食
）
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
貧

し
か
っ
た
。
こ
の
農
耕
地
の
狭
い
こ
と
と
貧
し
さ
は
村
人
に
頭
を
使

っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
た
。
頭
を
使
う
現
れ

の
―
つ
が
後
述
す
る
よ
う
に
真
言
宗
の
寺
を
建
て
た
こ
と
で
あ
る
。

村
の
組
織
は
、
大
村
、
元
宿
（
旧
利
根
島
）
、
三
田
所
、
新
犀
の
四
つ

か
ら
成
っ
て
い
る
。
村
の
形
は
概
略
四
角
で
、
こ
れ
を
東
西
に
三
分
で

き
る
。

大
村
は
、
北
側
の
三
分
の
一
に
当
た
る
所
で
、
虚
空
蔵
山
の
南
麓
の

傾
斜
地
で
あ
る
。
北
側
は
山
林
、
南
側
は
国
迫
一
八
号
で
、
東
西
に
長

集
落
の
山
手
側
は
年口
の
ま
ま
旧
北
国
面
道
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
街

迅
は
か
つ
て
加
買
藩
主
前
田
公
参
勁
交
代
の
行
列
を
は
じ
め
隙
光
寺
参

り
、
佐
設
の
金
の
運
搬
、
当
地
名
の
起
こ
り
の
「
塩
の
道
」
と
し
て
も
大

努
の
人
が
往
来
し
た
。

街
道
か

こ
こ
を
通
過
す
る
辺
り
は
、
地
形
か
起
伏
し
、
ゆ
る
や
か
に

曲
が
り
く
ね

っ
て
い
る
。
街
道
に
沿
っ
た
両
側
は
石
垣
が
美
し
く
築
か

れ
、
北
国
街
道
の
た
た
ず
ま
い
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
ま
た
加
賀
藩
主

前
田
公
が
休
息
所
と
し
た
家
も
残
っ
て

い
る
。

な
お
、
街
道
か
ら
脇
に
入
る
幾
つ
も
の
小
路
は
僅
か
に
曲
が
り
、
ど

こ
を
眺
め
て
も
蚕
室
造
り
の
家
々
や
蔵
が
棟
を
寄
せ
合
い
、
狭
い
士
地

に
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
栄
え
て
ぎ
た
生
活
ぶ
り
を
偲
ば
せ
る
。

し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
費
重
な
集
落
と
民
家
が
今
ま
で
総
合
的
に
調

査
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ

て
こ
こ
に
概
要
を
ご
紹
介
す
る
。

二

村

の

概
観
と
社
会
構
成

上
塩
尻
は
現
在
上
田
市
に
合
併
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
小
県
郡
上

塩
尻
村
で
あ
っ
た
。
位
置
は
、
村
の
西
端
に
あ
る
J

R
西
上
田
駅
の
名

の
と
お
り
、
上
田
市
の
市
街
地
の
西
に
あ
る。

地
名
の
由
来
は
、

日
本
海
お
よ
び
太
平
洋
側
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
塩

の
終
着
地
点
つ
ま
り
塩
の
尻
で
あ
っ
た
。
ま
た
両
方
の
塩
が
出
会
う
た

め
「
塩
合
い
の
里
」
と
も
い
わ
れ
た
。

地
形
は
、
北
側
が
虚
空
蔵
山

(
10
七
七
認
）
、
南
側
は
平
地
で
、
そ

く
、
中
央
を
北
国
街
道
が
通

っ
て
い
る
。
大
村
は
さ
ら
に
縦
割
に
五
つ

の
組
に
分
け
て
あ
る
。
そ
れ
は
東
か
ら
上
手
、
中
手
、
下
手
、
下
村
、

龍
の
口
で
あ
る
。
家
は
概
ね
本
家
が
上
の
方
に
屋
敷
を
構
え
、
分
家
は

下
の
ほ
う
に
新
宅
を
建
て
て
い
る
。

中
に
は
よ
り
広
い
屋
敷
を
求
め
て

平
地
部
に
引
っ
越
し
た
家
も
あ
る。

元
宿
は
、
村
を
東
西
に
三
分
し
た
中
の
部
分
に
位
置
す
る
。
北
側
は

国
道
一
八
号
、
南
側
ば
信
越
線
で
区
切
ら
れ
東
西
に
長
い
船
形
を
し
て

い
る
。
元
宿
は
利
根
島
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
こ
は
平
地
で
は
あ
る
が
周

囲
よ
り
や
や
高
く
、
地
名
の
と
お
り
元
は
千
曲
川
の
中
島
で
あ
っ
た
。

昔
は
大
村
と
利
根
島
の
往
来
は
舟
で
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
時

代
は
何
時
か
不
明
で
あ
る
。

―二
田
所
と
新
屋
は
、
村
を
東
西
に
三
分
し
た
南
の
部
分

に

位

置

す

る
。
北
側
は
信
越
線
で
、
南
側
は
千
曲
川
に
な
っ
て
い

る。

三
田
所
は

信
越
線
の
南
沿
線
に
あ
り
、
新
屋
は
三
田
所
の
南
に
田
畑
を
際
て
て
千

曲
川
寄
り
に
あ
る
。
新
屋
は
名
が
示
す
と
お
り
大
村
や
元
宿
よ
り
も
後

に
な
っ

て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
集
落
で
あ
る
。

地
目
名
は
、
灰
塚
、
一＿一
反
田
、
六
反
田
、
腰
畑
、
横
堤
、
丸
田
、
社

宮
地
、
社
宮
神
な
ど
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

地
図
に
よ
っ
て
は
前
記
の
村
（
集
落
）
名
の

一
部
と
地
目
名
の

一
部
が

同
列
に
涅
同
し
て
記
載
し
て
あ
り
、
し
か
も
ど
ち
ら
も
全
て
を
網
羅
し

て
い
な
い
の
で
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。

村
の
運
営
は
、
江
戸
時
代
は
庄
屋
が
任
に
当
た
っ
た
。
現
在
は
区
長

25 24 



27 26 

が
務
[
Q

て
い
る
。

蚕
栢
商
が
多
か
っ
た
が
蚕
団
と
き
に
つ
い
て
は
無
碍
な
況
争
は
し
な
い

よ
う
に
応
本
家
が
取
り
締
ま
っ
た
。

三
北
国
街
道
と
村
み
ち
、
小
路

北
国
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
は
岩
鼻
の
崖
の
や
や
上
の
方
を
通

っ
て

い
た
。
こ

こ
は
「
岩
科
の
険
」
と
し
て
難
所
で
あ
り
、
加
賀
の
前
田
公
は

こ
こ
を
無
市
越
え
る
と
国
元
へ
そ
の
旨
飛
脚
を
た
て
た
と

伝

え

ら

れ

る
。
ま
た
こ
こ
は
上
田
滞
と

坂
城
藩
の
境
で
あ
り
交
通
上

の
要
害
地
で
、
塩
尻
に
は
ロ

止
番
所
を
置
い
た
。
岩
恥
の

山
頂
に
は
城
郭
や
砦
、
狼
煙

台
な
ど
が
あ
っ
た
。
岩
恥
の

北
の
鼠
宿
は
「
不
寝
見
」
の
意

と
さ
れ
る
。

上
塩
尻
の
大
村
を
通
過
す

る
北
国
街
道
ば
、
東
か
ら
進

む
と
、
左
側
の
清
水
鈴
一
家

の
北
裏
辺
り
か
ら
な
だ
ら
か

な
登
り
坂
と
な
る
。

右
側
に
は
馬
場
信

一
家
の

白墜が続く

応
の
土
栽
を
逮
て
て
お
る
。
路
は
そ
の
下
を
な
お
も
西
へ
と
下
っ
て
行

V
O
・て
の
両
側
に
も
家
並
み
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
を
先
の
方
ま
で
見

通
す
眺
め
も
昔
の
街
道
の
仔
ま
い
で
あ
る
。
こ
の
坂
道
を
少
し
下
り
て

振
り
返
っ
た
眺
め
も
美
し
い
。

山
崎
康
彦
家
の
西
の
小
路
は
毘
沙
門
様
が
あ
っ
た
た
め
、
毘
沙
門
小

路
と
い
う
。
こ

の
小
路
も
曲
が
っ
て
い
て
、
小
路
に
入
っ
て
見
る
と
上

も
下
も
ど
ち
ら
を
見
て
も
風
梢
が
あ
る
。

こ
の
村
の
小
路
に
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
る
こ
と
は
、
便
利
だ
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
路
に
美
し
さ

を
惑
じ
、
愛
溜
を
持
っ
て
い

る
た
め
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
最
近

と
か
く
地
名
を
少
な
く
し
、
番
地
の
数
字
で
表
す
傾
向
が
あ
る
が
、
仮

に
前
記
の
小
路
を
番
号
で
呼
ぶ
と
し
た
な
ら
ば
そ
れ
は
不
便
で
味
気
な

、0毘
沙
門
小
路
を
奥
に
登
っ
た
所
に
上
塩
尻
神
社
が
あ
る
。

毘
沙
門
小
路
の
南
側
に
あ
っ
た
佐
藤
敬
五
家
は
最
近
解
体
さ
れ
街
道

の
家
並
み
が
歯
抜
け
と
な
っ
た
。
佐
藤
敬
五
家
か
ら
西
に
二
軒
目
の
北

沢
範
夫
家
は
切
要
の
要
入
り
で
あ
る
。
当
地
で
は
切
妻
で
妻
入
り
の
家

ほ
珍
し

い。

さ
ら
に
こ
の
家
の
表
は
格
子
が
は
ま
っ
て
い
る
。
街
道
に

面
し
た
こ
の
辺
り
は
以
前
は
格
子
が
多
か

っ
た
と
言

わ
れ
る
。
し
か

し
、
現
在
、
格
子
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た。

北
沢
箇
夫
家
の
西
の
馬
場
桂
三
家
は
、
街
迫
に
面
し
た
立
派
な
門
構

え
の
家
で
、
居
宅
は
飛
び
石
を
伝
っ
た
奥
に
あ
る
。

こ
の
居
宅
は
、
小

四

石
垣
が
笹
い
て
い
る
。
左
手
に
は
小
路
が
白
壁
の
家
々
を
左
右
両
側
に

退
ね
て
下
り
、
そ
の
先
に
上
田
盆
地
が
眺
め
ら
れ
る
。
こ
の
劣
囲
気
は

三
州
足
助
宿
の
マ
ン
リ

ン
小
路
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
小
路
は
馬
場
謙

二
家
は
じ
め
馬
場
家
一
族
の
家
が
多
く
並
ん
で
い
る
た
め
馬
場
小
路
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

馬
場
信
一
家
の
長
屋
門
の
西
は
右
か
ら
沢
が
流
れ
下
り
、
こ
の
流
れ

に
沿
っ
て
小
路
が
あ
る
。
こ

の
小
路
の
西
側
に
は
高
い
石
垣
と
坂
道
が

あ
り
、
そ
の
上
に
滝
沢
章
蔵
家
の
立
派
な
門
と
見
事
な
松
か
見
え
る
。

こ
の
小
路
の
上
に
は
虚
空
山
東
福
寺
が
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
の
小
路
を

寺
小
路
と
呼
ん
で
い
る
。

街
道
は
渚
水
和
衛
家
の
南
辺
り
で
最
も
高
く
な
る
。

こ
の
家
は
江
戸

時
代
は
庄
屋
を
し
、

加
賀
の
前
田
公
が
休
息
所
と
し
た
家
で
あ
る
。
建

物
は
現
在
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

前
記
の
］
は
街
道
の
下
を
抜
け
、
街
道
の
南
側
に
沿
っ
て
西
に
流
れ

る
。
そ
の
対
岸
に
は
佐
藤
家
の
総
木
家
で
あ
る
前
記
の
藤
本
普
右
衛
門

家
（代
々
善
右
衛
門
を
名
乗
る
）
の
屋
敷
の
築
地
塀
が
続
い
て
い
る
。

街
道
は
佐
藤
忠
生
家
の
前
で
―
――
叉
路
と
な
り
、
川
と
も
分
か
れ
、
そ

れ
ま
で
ゆ
る
や
か
に
左
に
曲
が
っ
て
来
た
が
急
に
右
に
曲
か
る
と
共
に

や
や
急
な
下
り
坂
に
変
わ
る
。
こ
の
辺
り
の
路
の
曲
が
り
目
へ
合
や
登
り

下
り
の
変
化
は
草
鞘
履
き
で
往
来
し
た
人
々
も
飽
き
さ
せ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

佐
藤
忠
生
家
と
西
の
山
崎
康
彦
家
は
高
い
石
垣
を
築
き
そ
の
上
に
粗

岩
井
枕
太
郎
氏
が
明
治
時
代
に
建
て
た
歪
室
造
り
で
、
茨
域
県
に
移
住

し
た
た
め
馬
場
家
が
購
入
し
た
。
屋
敷
の
西
側
は
小
路
で
、
こ
れ
に
そ

っ
て
北
に
蔵
、
蔵
の
南
に
居
宅
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
蔵
と
居
宅
の
壁

は
羽
目
板
で
毅
わ
れ
て
い
る
。
特
に
居
宅
壁
の
西
南
端
は
袖
壁
の
よ
う

に
南
に
延
長
し
て
い
る
。
こ
れ
は
西
風
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
蔵
と
居

宅
の
問
の
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
る
赤
松
の
枝
は
西
風
で
東
に
な
び
い
て

い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
「
塩
尻
の
カ
ラ
ッ
風
」
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
小
路
の
景
観
は
北
か

ら
見
る
と
蔵
造
り
、
南
か
ら
見
る
と
防
風
用

袖
壁
が
目
を
ひ
き
、
ど
ら
ら
か
ら
見
て
も
美
し
い
。

馬
場
桂
―
―一
家
前
の
表
庭
に
立
派
な
松
が
あ
る
家
は
佐
藤
勇
二
家
で
あ

る
。
こ
の
家
は
沓
掛
洋
一
氏
が
明
治
時
代
に
建
て
た
蚕
室
造
り
の
典
型

的
な
居
宅
で
あ
る
。

こ
の
先
へ
北
国
街
道
の
北
側
に
沿
っ
て
蚕
室
造
り

の
家
が
静
か
な
た

た
ず
ま
い
で
並
ん
で
い

る。

神
社
・
寺
・
一
族
の
氏
神
・
墓
地

い
神
社
上
塩
尻
の
東
寄
り
の
山
の
中
腹
に
座
朕
神
社
が
あ
る
。
祭
神

は
「
保
食
神
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
殿
の
御
神
額
に
は
「
座
隊
神
社
正

一
位
蚕
巽
国
大
神
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ

こ
に
社
殿
が
作
ら
れ
た
の

は
寃
文
年
問
（

ニ
ハ
六
一

1
)
で
、
明
治
二
九
年
に
修
復
さ
れ
て

い
る。

祭
日
は
八
十
八
夜
で
あ
る
。
こ
の
祭
は
「
お
舟
の
練
り
」
や
「
相

撲
」
を

し
、
お
札
を
投
け
、
お
辣
り
舟
の
上
か
ら
繭
玉
を
撒
い
た
。
農
村
の
祭
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と
し
て
は
大
変
盛
大
に
営
ま
れ
、

高
遠
直

一
氏
が
「
座
隙
神
社

て
い
る
。

切
寺

③
一
族
の
氏
神

る。

ヽ

）

C

渠
ま
っ
て
＼
そ

政
正
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

佐
藤
家

一
族
の
氏
神
と
し
て
は
上
塩
尻
神
社
が
村
の
北
の
山
腹
に
あ

る。

当
日
は
近
在
近
郷
の
人
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
巫
稲
商
は
得
應
先
の
人
を
貼
外
か
ら
も
招
待
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
上
田
民
俗
研
究
会
『
上
田
盆
地
』
第
18
号
（
昭
和
五
四
年

六
月
）
に

祭
礼
覚
え
雷
き
」
と
題
し
て
詳
し
く
記
し

大
村
の
集
落
の
最
も
上
に
真
言
宗
虐
空
山
東
福
寺
が
あ
る
。
伝

え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寺
は
元
亀
二
年
(
-
五
一
七
）
に
建
て
ら
れ
た
。
そ

れ
ま
で
こ
の
村
は
稔
し
く
て
寺
は
建
て
ら
れ
ず
、
仏
事
は
坂
城
の
暫
洞

宗
耕
裳
寺
と
上

mの
浄
土
宗
芳
泉
寺
（
上
田
市
常
磐
城
一
ニ
ー
七
ー
四
八

戦
柳
楽
其
飩
氏
）
で
行

っ
て
い
た
。
檀
家
は
、

住

耕

雲

寺

が

佐

藤

家
、
春

原
家
、
菅
沼
家
、
消
水
家
の
一
派
な
ど
、
芳
泉
寺
が
馬
場
家
（
前
記
馬

場
謙
二
氏
が
楷
家
総
代
）
、
清
水
家
、
山
崎
家
な
ど
で
あ
る。

こ
れ

は
現

在
も
変
わ
り
な
く
、
菩
提
は
両
寺
に
置
い
て
い
な
が
ら
別
に
寺
を
建

て
、
真
言
宗
に
し
た
理
由
は
、
当
時
、
耕
地
が
狭
く
貧
し
い
村
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
は
学
問
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
、

真
言
密
教
は
文
学
・
医
学
・
工
学
・梱
学
を
教
え
て
く
れ
る
か
ら
と
い

う
。
こ
の
学
間
へ
の
熱
意
と
学
ん
だ
成
果
が
こ
の
村
を
後
に
栄
え
さ
せ

た
一
因
と
さ
れ
る
。
な
お
、
東
福
寺
は
茅
疵
き
で
あ
っ
た
が
昭
和
五
―
――

年
原
因
不
明
の
火
災
で
焼
け
、

は
そ
の
後
の
再
建
で
あ
る
。

縁
起
や
記
録
も
失
っ
た
。
現
在
の
本
堂

こ
の
村
で
は
各
家
と
も
一
族
の
氏
神
を
持
っ
て
い

谷
家
の
紅
年
は
家
毎
に
区
切
っ
て
は
な
く
飛
び
飛
び
に

こ
れ
は
長
年
の
間
に
何
代
も
の
墓
が
次
第
に
作
ら
れ

て
き
た
こ
と
と
一
族
か
一
家
族
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示

民
家

日
本
の
民
家
の
一
般
的
な
原
形
は
、
寄
棟
造
り
、
切
妻
造
り
、
入
母

屋
造
り
の
一
二
つ
が
あ
る
が
、
祇
業
技
術
の
発
逹
の
結
果
、
日
本
の
民
家

の
造
り
は
著
し
い
影
評
を
う
け
、
様
々
な
形
に
変
わ

っ
た
。
こ
れ
に
つ

、、

っ
り
と
生
業
へ
の
適
応
ー
捉
蚕
家

い
て
は
「
民
家
の
経
済
と
と
の
カ
カ
'
1

屋
を
中
心
に
ー
」
（
『
民
俗
姓
色
第
85
号
昭
和
五
九
年
六
月
）
で
、
ま
た
、

霊
が
民
家
の
形
に
影
態
を
及
ぽ
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
「
蚕
業
技
術

と
民
家
ー
蛋
甚
に
記
さ
れ
た
泰
室
の
構
造
と
編
年
1
,-（
『
民
俗
建
築
』
第

94
号

昭

和
1

公
五
'
-
i
月
）
で
述
べ
た
の
て
木
稿
で
は
詳
し
い
こ

と
は

省
く
。

し
こ
。
し
か
し
、
、
蚕
を
育
て
る

江
戸
時
代
の
雅
蚕
は
母
屋
で
行
わ
j

f

の
は
難
し
く
、
こ
の
た
め
蚕
の
育
て
方
に
関
す
る
研
究
は
盛
ん
と
な
り

猶
蚕
技
術
襲
蚕
嘉
）
が
元
禄
時
代
こ
ろ
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
前

記

の
上
塩
尻
の
先
駆
者
達
の
蒋
書
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
本
に
よ
る

と
、
蚕
が
丈
夫
に
育
っ
た
め
に
は
、
空
気
が
き
れ
い
で
、
風
通
し
が
良

く
、
適
温
、
適
湿
に
す
る
こ
と
か
最
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
母
歴
を
簑
巫
に
適
す
よ
う
に
高
窓
や
気
抜
き
暖
炉
を
設

原
衣
一

族
は
利
根
島
の
中
程
に
境
内
を
二
尺
ほ
ど
地
盛
り
し
て
社
殿

を
建
て
て
あ
る
。
燈
籠
に
は
寛
政
二
年
（

一
七
九
0
)の
年
号
が
あ
る
。

今
は
な
い
が
社
殿
の
東
脇
に
は
大
き
い
枠
が
あ

っ
た
。
枯
れ
た
株
か
そ

の
大
き
さ
と
古
さ
を
示
し
て
い
る
。

小
岩
井
家

一
族
は
小
岩
井
紬
工
房
の
裏
山
に
お
稲
荷
様
を
祀

っ
て
い

る
。消

水
家

一
族
は
消
水
七
廓
と
い
わ
れ
、

福
寺
の
東
の
山
腹
に
あ
る
。

い

一
族
先
祖
祭
り
・共
同
訊
地

昔
は
七
家
あ
り
、

氏
神
は
東

各
家
共
に

一
族
の
結
束
は
固
く
、
毎

年

決
ま

っ
た
日
に
会
合
や
祭
を
開
い

て
い
る

一
族
が
あ
る
。
例
え
ば
、

消
水
家
一
族
は
一
月
―
一
日
を
祭
日
と
し
て
い
る
。

馬
場
家
一
族
は
ニ
――
一家
あ
り
、

二
月
四
日
を
先
祖
祭
の
日
と
定
め
、

毎
年
持
ち
廻
り
で
当
番
の
家
に
集
ま

っ
て
い
る
。

こ
れ
は

一
族
か
結
束
し
て
ご
先
祖
を
諒
ぷ
精
神
に
も
現
れ
て
い
る
。

そ
れ
は

一
族
の
共
同
墓
地
が
あ
る
こ
と
で
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
滝
沢

家
一
族
、
馬
場
家

一
族
、
清
水
家
一
族
の
共
同
墓
地
は
村
の
東
寄
り
の

山
林
の
中
に
あ
る
。

馬
場
謙
二
家
に
あ
る
同
家

一
族
の
共
同
墓
地
の
医
面
に
よ
れ
ば

一
族

―
-＝
一家
分
の
墓
が
山
裾
に
等
高
線
方
向
に
そ
っ
て
数
段
に
長
く
続
い
て

け
る
な
ど
の
改
造
を
し
た
。

次
に
、
繭
の
生
産
呈
を
少
し
で
も
増
や
す
た
め
と
作
業
を
し
易
く
す

る
た
め
の
工
夫
を
し
た
。
屋
根
裏
空
間
の
利
用
、
さ
ら
に
技
術
が
進
む

と
、
屋
根
を
高
く
上
げ
て
二
階
を
作
り
、
こ
こ
を
蚕
室
に
し
た
。

明
冶
時
代
に
な
る
と
初
め
か
ら
二
階
建
て
の
抵
室
造
り
の
居
宅
を
建

て
る
よ
り
に
な
っ
た
。
ま
た
、
母
屋
と
は
別
棟
に
毀
蚕
専
用
の
蚕
室
を

建
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。

上
塩
尻
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
わ
た
っ
て
建
て
ら
れ
た

民
家
が
ほ
ぽ
以
前
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
。
次
に
例
を
あ
げ
る
。

1

茅
古
ヰ
き
の
家
を
跨
歪
用
に
改
造
し
た
家

上
田
地
方
の
民
家
は
江
戸
時
代
に
は
茅
荘
き
の
寄
棟
造
り
が
普
通

庭

名

抜

で

あ

っ
た
。
そ
の
一
軒
、

ら
g‘

亙

疇

”

東
福
寺
の
南
下
に
あ
る
砲

沢
箪
蔵
家
は
上
塩
尻
に
現

根
年

屋
163

マ7
."-

9

59
5
 

存
す
る
民
家
で
は
最
も
古

-．
9
."

き
11”
 

t
 

ぎ
恐
喜

こ心茅蚕い
。いい
いパ

ソ
板
で
覆
っ
て
い
る
が
元

ゑ
悶峰〗

[
閏
り
｀
門

は
簑
蚕
の
た
め
の
気
抜
き

の
小
屋
根
が

一
っ
付
い
て

戸
I

9

;

〖、

3

い
る
o

家
は
南
向
き
、
東

尻
第

例
え
ば
、

29 
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篤場腺二家瓦荘きで最初から 2階を蚕
室 （明治2年建立昭和62年撮影）

し、

゜~ 
側
が
土
問
で
、
西
側
が
床
上
部
で
あ
る
。
通
り
土
問
の
東
側
が
物
汽
、

土
間
の
奥
は
板
の
間
の
台
所
で
あ
る
。
床
上
部
は
台
所
に
面
し
て
ヒ

ロ

マ
、
そ
の
上
手
は
ナ
カ
ノ
マ
と
ヘ
ャ
さ
ら
に
上
手
に
ザ

ゾ
キ
が
二
間
、

田
の
字
形
に
あ
り
、
さ
ら
に
表
側
の
上
手
に
ヘ

ャ
を
増
築
し
て
い
る
。

こ
の
家
の
サ

／
キ
の
天
井
は
水
平
に
板
を
張
ら
ず
屋
根
災
面
に
平
行
し

て
斜
め
に
張
っ
て
あ
る
。
ま
た
、
建
具
の
上
の
壁
而
に
は
高
窓
を
設
け

引
き
戸
に
し
て
あ
る
。
濶
問
も
引
き
戸
を
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
柱

に
は
蛋
棚
を
装
珀
さ
せ
る
受
け
板
も
打
ち
つ
け
て
あ
る
。

こ
の
家
は
外
観
上
は
気
抜
き
を
除
い
て
建
築
当
初
と
変
わ
り
な
い
よ

う
に
見
え
る
が
家
の
内
部
を
狩
蚕
の
た
め
に
改
装
を
し
た
初
期
の
家
で

あ
る
。な

お
、
こ
の
家
は
滝
沢
家

一
族
の
総
本
家
で
あ
る
。
同
家
に
は
小
諸

藩
の
家
老
の
家
か
ら
嫁
い
で
来
た
と
き
に
乗

っ
た
籠
が
あ
る
。
ま
た
、

家
の
北
裏
は
石
垣
て
、
そ
の
上
に
白
国
が
あ
る
e

こ
の
晶
の
西
隅
に
は
屋

敷
神
の
稲
荷
の
石
祠
が
あ
る
。

2

茅
葺
き
の
屋
根
の

一
部
を
改
造
し
二
階
を
作
っ
て
蚕
室

に
し
た
家

切
北
国
街
逍
の
北
側
に
面
し
、

寺
小
路
の
入
り
口
角
に
あ
る
馬
場
信
一

家
は
元
は
茅
荘
ぎ
寄
せ
棟
の
家
で
あ
る
。
こ
の
家
は
、
元
は
清
水
長
左

衛
門
の
家
で
あ
っ
た
。
長
左
衛
門
は

l

族
の
総
本
家
清
水
喜
左
衛
門
家

（
当
主
竺
氏
）
の
分
家
で
、
蚕
で
財
を
成
し
た
が
そ
の
後
、
財
を
な
く

し
、
こ
の
家
を
馬
場
家
に
譲

っ
た
。
こ
の
家
は
南
向
き
で
、
西
側
が
土

こ
の
二
祈
は
、

3
 

.「
＿
巳
宰
し
て

二
階
蚕
室
に
し
た
家
で
、
最
初
か
ら
二
陪

を
蚕
室
と
し
て
建
て
る
以
前
の
例
で
あ
る
。

茅
葺
ぎ
か
瓦
茸
き
で
殻
初
か
ら
二
階
建
て
蚕
室
造
り
に

し
た
家

①
馬
均
謙
二
家
は
江
戸
時
代
末
期
に
は
生
糸
商
を
し
て

い
た
。

こ
の
家

は
瓦
蓋
‘き
で
最
初
か
ら
二
階
建
て
蚕
室
造
り
と
し
て
作
ら
れ
た
。
明
治

二
年
の
平
面
図
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

問
取
り
の
基
本
部
分
は
現
在
も

こ
の
図
面
と
殆
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。

こ
の
家
を
建

て
た
人
は
松
本
か
ら
養
子

入
り
し
た
義
徳
で
、
実
家

が
材
木
商
で
あ
っ
た
た

め
、
用
材
は
全
て
実
家
か

ら
運
ば
せ
た
。

こ

の
た

め
材
質
が
良
く
、
狂
い
が

な
い
と
い
う
。
柱
は
松
本

で
刻
ん
だ
と
き
は
現
在
よ

り
も
長
か
っ
た
。
そ
れ
を

当
地
は
風
が
強
い
た
め
柱

を
立
て
る
と
き
全
て

一
尺

五
寸
切
り
縮
め
た
と
い

切
内
山
元
一
一
郎
氏
が
作
ん

で
い
る
家
は
、
現
在
愛
知

県
に
居
る
塚
田
茂
男
氏
の

持
ち
家
で
あ
る
。
塚
田
家

の
先
祖
は
前
記
の
塚
田
与

右
衛
門
で
あ
る
。
与
右
衛

門
は
、
『
郷
土
の
蚕
業

程
蚕
・製
糸
』
上
田
市
立
博

物
館
（
昭
和
五
六
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
当
塩
尻
村
の
出
身
と
害
か
れ
て
い

る
。
他
の
説
で
は
、

埴
科
郡
中
之
条
（
現
坂
城
町
）
の
塚
田
家
か
ら
現
姓

を
以
て
滝
沢
家
に
姜
子
に
入
っ
た
。
こ
の
た
め
塚
田
家
は
滝
沢
家
と
同

族
付
き
合
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
説
に
は
、
与
右
衛
門
は
朝
鮮
出

身
の
優
れ
た
技
術
者
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
を
建
て

た
の
は
清
水
重
兵
衛
で
あ
る
。
重
兵
衛
が
建
て
た
家
は
茅
荘
き
の
寄
棟

造
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
南
向
き
で
東
側
か
土
間
、
西
側
が
床
上
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

こ
の
家
は
ヒ
ロ
マ
の
上
か
ら
東
側
の
土
問
上

部
に
か
け
て
屋
根
の
一
部
を
瓦
蘇
き
の
二
階
に
改
装
し
、
蚕
室
に
し
て

ぅ
・
、
涼
の
上
91
↓

f

二
つ
気
抜
き
C
・小
屋
根
か
あ
る
-
)
天
井
ぱ
根
太
天
井

で
、
こ
の
上
を
二
附
に
し
、
正
室
に
し
て
あ
る
。
た
た
し
、

天
井
た
け
ほ
か
の
部
屋
よ
り
も
高
く
、
椋
縁
天
井
で
あ
る。

ザ
ン
キ
の
上
だ
け
は
二
階
の
床
が
高
く
、

い
。
南
側
は
瓦
茸
き
の
下
屋
が
あ
り
、

の
通
路
を
作
っ
て
あ
る
。

側
に
は
袖
壁
が
あ
る
。

間
、
東
側
が
床
上
部
で
あ

る
。
こ

の
西
側
の
斥
相
を

瓦
狂
き
に
改
造
し
て
二
階

烈
て
の
盃
室

に

し

て
い

る。

こ
こ
は
蚕
室
に

し
て

蚕
室
の
前
だ
け
下
屋
の
上
に
板

こ
れ
は

二
階
の
蓑
蚕
の
作
業
性
を
良
く
す
る

た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
壁
は
白
漆
喰
塗
り
で
あ
る
。

庇
の
下
は
ク
リ
ジ
ャ
バ
ラ

の
よ
う
に
曲
面
仕
上
げ
に
な
っ
て

い
る
C

東

こ
の
馬
場
謙
二
家
は
最
初
か
ら
二
階
に
蚕
室
を
設
け
て
建
て
る
よ
う

に
な
る
初
期
の
建
物
で
あ
る
。

切
国
迫
の
上
塩
尻
の
信
号
脇
の
佐
藤
裕
信
家
は
、

左
衛
門
が
次
男
官
蔵
を
分
家
し
た
と
き
建
て
ら
れ
た
。

は
気
抜
き
が
あ
っ
た
。

第 4図 旧塚田与右衛門の家 ;,'可き団根の一諮
を改辿して 2陪を蚕室 （昭和63年探影）

ザ
・ン
・ヂ
C.

こ
の
た
め

1, ヽ

な

大
屋
根
の
南
側
の

明
治

―
―
一
年
清
水
金

そ
の
と
き
金
左

衛
門
は
官
蔵
に
「
こ
の
際
身
を
つ
つ
し
み
、
仕
事
に
精
を
出
す
こ
と
」
と

宙
面
に
認
め
て
渡
し
て
い

る
。
そ
の
書
面
が
清
水
憲
之
助
家
に
保
存
さ

れ
て
い
る
。
現
在
は
棟
上
の
気
抜
き
を
取
り
除
い
て
い
る
が
、
以
前
に

こ
の
家
も
最
初
か
ら
二
階
を
蛋
室
に
し
て
建
て
た
明
治
の
建
物
で
あ

る。
③
元
宿
の
清
水
哲
彦
家
は
明
治
二
八
年
に
建
て
ら
れ
た
茅
荘
き
屋
根
の

二
階
建
て
蛋
室
造
り
で
る
る
。
明
冶
―
-0
年
代
に
は
瓦
葺
き
二
階
建
て

の
蚕
室
造
り
の
家
が
多
い
が
、
こ
の
家
の
よ
う
に
茅
芦
ヰ
き
も
作
ら
れ
た

31 
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後
か
は
不
明
で
あ
る
。

5
 

第 8図

__ ...,, --... 
渚水憲之助家蚕室 消水金左
衛門設計建立（昭和62年撮影）

こ
と
が
判
る
。

こ
の
家
を

建
て
た
棟
梁
は
木
曽
の
武

居
初
太
郎
で
あ
る
。
現
在

は
ト
タ
ソ
板
を
被
せ
て
あ

る
。
上
に
は
気
抜
き
の
小

二
つ
、
三
つ

屋

根

が

―

つ

あ

る
。
な

ぉ
、
上
塩
尻

の
気

抜

き

ま
、

一
っ
‘

t
 

以
上
、

棟
全
体
に
亘
る
箱

図6
 

第

•• 

‘
L

i
i
`

―
i-

tt.『．．
ゞ

〔
唇
戸
式〕•
上
下
移
動
式
な
ど
が
あ
る
。

当
家
に
は
長
屋
門
が
あ
る
。
こ
れ
を
建
て
た
棟
梁
も
武
居
初
太
郎

で
、
明
治
四

0
年
代
に
建
て
、
棟
困
き
を
残
し
て
い
る
。

な
お
、
清
水
哲
彦
家
の
屋
敷
構
え
を
大
正
時
代
に
撮
影
し
た
写
貞
が

あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
家
の
南
側
は
桑
階
に
な
っ
て
い
る
。
現
在

こ
こ
は
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
る

3

4

専
用
甜
室

清
水
憲
之
助
氏
が
保
存
す
る
清
水
金
左
衛
門
の
資
料
の
中
に
金
左
衛

門
が
自
ら
描
い
た
蚕
室
の
平
面
区
と
外
観
図
が
あ
る
。
図
面
に
年
号
は

棟
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
造

り
が
あ
る
。
ま
た
、

気
抜

き
の
空
気
調
節

の

形

式

は
、
引
き
戸
式
・
回

転

式

金
左
雨
門
1

江
佐
渡
で
蚕
種
の

生
産
を
試
み
、
明

治

元

年

（
一
八
六
八
）
七
万
枚
の
製
造

に
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
が
佐

渡
の
港
の
検
閲
で
種
紙
を
没

収
さ
れ
、
金
左
衛
門
は
破
産

状
態
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
そ

の
後
数
年
問
は
蚕
室
を
建
て

る
経
済
状
態
で
は
な
か
っ
た

筈
で
、
こ
の
数
年
間
の
前
か

桑
屋

蚕
に
与
え
る
桑
を
保
存
す
る
た
め
の
小
屋
や
室
の
こ
と
を
桑
屋
と
い

ぅ
°
桑
屋
は
大
概
の
家
に
あ
っ
た
。

桑
の
保
存
に
は
数
日
問
の
貯
蔵
と
一
時
的
な
保
存
の

二

つ
が
あ
っ

た
。
貯
蔵
の
場
合
は
地
下
室
に
し
た
。

一
時
的
保
存
は
、
蔵
の
北
側
、

石
垣
の
北
側
、
母
屋
の
北
裏
、
台
所
の
一
角
な
ど
涼
し
く
、
風
の
当
た

ら
な
い
と
こ
ろ
に
小
屋
を
作

っ
て
保
存
し
た
。
土
間
に
竹
す
だ
れ
を
敷

き
、
水
を
打
っ
た
り
、
桑
に
シ
ョ
ロ
で
水
を
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

①
旧
塚
田
与
右
衛
門
の
家
の
桑
屋
は
南
隣
の
家
の
北
裏
に
あ
る
。

③
清
水
憲
之
功
家
の
桑
屋
は
二
つ
あ
る
。
―
つ
は
屋
敷
の
南
側
を
流
れ

る
川
の
石
垣
の
北
側
の
日
陰
に
あ
る
。
も
う

一
っ
は
前
記
蚕
室
の
西
の

一
室
で
、

種
室

蚕
種
は
生
物
で
あ
る
。
こ
の
た
め
保
存
に
は
注
意
し
た
。
年
日
は
座
敷

（
夏
の
間
）
に
種
掛
け
を
置
き
、
こ
れ
に
収
め
た
。
こ
の
た
め
蚕
種
商
人

の
座
敷
は
蚕
室
同
様
に
通
風
を
良
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
後
に
は

蚕
種
庫
、
地
下
室
、
風
穴
、
冷
蔵
庫
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

切
消
水
憲
之
助
家
の
座
敷
や
広
間
に
は
高
窓
や
差
し

立

て

障

子

が

あ

り
、
空
気
の
調
節
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

tlm

[
②
旧
塚
田
与
右
衛
門
の
家

は
蛋
室
の
下
を
掘
っ
て
地

下
室
に
し
、
こ
こ
に
蚕
種

を
保
存
し
た
。
こ
の
地
下

室
は
現
存
し
て
い
る
が
長

年
使
わ
な
い
た
め
現
在
は

水
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

7

塗
籠
造
り
・

長
屋
門

清
水
浜
臣
の
『
上
信
日

記
』
文
政
二
年
(
-
八

一
九）

四
月
八
日
の
項
に
は
「
秋

和
村
を
経
て
塩
尻
山
の
競

で
あ
る
。

6
 

こ
こ
心
某
田
が
土
蔵
の
日
陰
こ
な

っ
て
い
る
の
で
涼
し
い
場
所
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第 9図 馬場欽市家 塗籠造り居宅
（昭和63年撮影）
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記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
家
に
は
こ
の
医
面
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
蚕
室

か
現
存
し
て
い
る
。
図
面
と
建
物
が
両
方
揃
っ
て
い
る
の
は
文
化
財
と

し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
蛋
室
は
二
階
建
て
で
、
屋
根
裏
に
屋
根
よ
り
も
緩
い
勾
配
で
垂

木
が
二
重
に
架
け
て
あ
る
。
内
側
の
垂
木
の
上
に
は
筵
を
網
で
引
き
上

げ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
筵
の
上
げ
下
げ
に
よ
っ
て
室
内
の
空

気
の
調
節
が
で
き
る
。
床
下
に
は
暖
炉
が
あ
る
。
こ
の
蚕
室
が
建
て
ら

れ
た
年
代
は
、
金
左
衛
門
が
『
狸
蚕
教
弘
録
』
を
著
し
た
弘
化
四
年
（

一

八
四
七
）
以
後
、
養
蚕
技
術
を
彼
な
り
に
確
立
し
、
実
行
し
て
、
家
督
を

長
男
に
譲
る
明
治
初
年
ま
で
の
間
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
間
に

鳥ー
ー一匹
rダ尺

応
そ
べ

図7
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芸
備
地
方
史
研
究
（
一
六
八
）
89

．4芸
備
地
方
史
研
究
会

一
七
一
八
（
享
保
一
＿
＿
）
年
広
島
藩
百
姓
一
揆
に
お

け
る
打
ち
こ
わ
し
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
横
山
定

仁
方
の
ヤ
ス
リ
、
備
後
絣
、
福
山
域
、
松
永

の
下
駄
…
…
…
乎
井
隆
夫
・
籐
田
正
司
•
藤
井
昭

埼
玉
史
談
(
3
6
.
1
)
元
・
四
埼
玉
県
郷
土
文
化
会

昭
和
初
期
の
板
碑
調
査
•
…
…
…
・
・
・
・
・
千
々
和
到

五
百
羅
漢
寺
と
羅
漢
像
造
立
寄
進
者
ー
埼
玉
に

お
け
る
造
立
寄
進
者
な
ら
び
に
安
政
の
再
興
緑
起
ー

•
…
…
…
…
…
…
…
;
·
…
…
…
•
•
青
木
忠
雄

小
川
町
大
聖
寺
の
重
文
六
面
塔
と
そ
の
建
立

者
に
つ
い
て
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
小
島

円
応
房
知
説
ー
埼
玉
が
生
ん
だ
真
言
の
学
匠
伝
ー

…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
栗
原

坦
元
先
生
撰
文
碑
と
一
夜
塚
•
…
…
•
森

稲
村
坦
元
先
生
追
悼
文

稲
村
先
生
を
讃
え
る
•
•
…
…
…
…
・
小
野

坦
元
大
和
尚
回
想
の
記
・
…
…
・
・
・
・
・
柳
田

稲
村
先
生
を
悼
む
：
・
…
…
…
…
・
・
・
池
田

．
 

雑
誌
関
係
要
目
⇔

長敏文
治司雄

仲
道

春
男 清

を
す
ぐ
。
こ
こ
の
家
居
い
と
よ
し
。
大
か
た
ハ
ぬ
り
屋
づ
く
り
な
り
。
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
既
に
塗
籠
造
り
が
多
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
そ

の
後
も
蚕
種
業
で
富
を
得
た
家
で
は
競
っ
て
塗
籠
造
り
を
建
て
た
。
例

え
ば
、
利
根
島
の
馬
場
欽
市
家
の
母
屋
は
塗
籠
造
り
の
蚕
室
造
り
で
あ

る
。
長
屋
門
の
例
で
は
前
記
の
清
水
哲
彦
家
や
大
村
の
馬
場
泉
家
の
長

屋
門
が
塗
籠
造
り
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
塗
籠
造
り
の
美
し
い
蔵
が
殆
ど
の
家
に
あ
る
。

8

強
い
西
風
に
対
す
る
備
え

上
塩
尻
の
家
は
殆
ど
が
南
向
き
で
、
棟
を
強
い
西
風
の
方
向
に
合
わ

せ
、
い
わ
ゆ
る
「
谷
な
り
」
に
東
西
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
民
家
が
こ
の
風
の
当
た
る
屋
根
の
西
側
を
針
金
で
結
ん
だ

石
を
の
せ
た
り
、
西
側
に
し
ぶ
き
除
け
を
つ
け
て
い
る
」
（
『
上
田
盆
地
』

上
田
市
立
惇
物
館
昭
和
四
三
年
）
。

①
前
記
の
馬
場
桂
一
＿
一
家
は
、
西
側
に
蔵
を
南
北
の
棟
に
配
し
、
蔵
と
母

屋
の
西
側
の
壁
を
羽
目
板
で
覆
い
、
さ
ら
に
母
屋
の
西
南
に
風
除
け
の

塀
を
高
く
立
て
て
い
る
。

覧
宿
の
馬
場
幸
一
家
と
馬
場
欽
市
家
は
母
屋
の
西
側
に
大
き
な
蔵
を

棟
を
南
北
に
し
て
建
て
、
西
風
を
防
い
で
い
る
。

西
風
を
防
ぐ
た
め
に
蔵
を
屋
敷
の
西
側
に
配
置
し
た
例
は
他
に
も
あ

る。
な
の
で
地
元
の
皆
様
に
更
-
1

詳
し
い
情
報
の
提
供
と
お
気
付
き
の
点
も

ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
C

ま
た
調
査
結
果
は
現
地
で
報
告
会
を
す
る

予
定
で
あ
る
。

六
あ
と
が
き

以
上
、
上
塩
尻
に
つ
い
て
、
養
蚕
農
家
集
落
と
し
て
の
背
景
の
一
端

と
北
国
街
道
の
景
観
を
よ
く
残
し
て
い
る
こ
と
と
、
各
時
代
の
建
物
が

残
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
蚕
室
造
り
の
発
展
過
程
が
段
階
的
に
判
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
こ
の
景
観
と
優
れ
た
民
家
は
、
正
に
集
落
全
体

が
蚕
室
造
り
の
生
き
た
博
物
館
と
い
え
る
。

な
お
、
こ
の
貴
重
な
個
々
の
民
家
と
集
落
全
体
の
調
査
を
平
成
元
年

七
月
下
旬
に
山
崎
弘
氏
（
工
学
院
大
学
建
築
学
科
・
日
本
民
俗
建
築
学
会
理

事
）
並
び
に
津
山
正
幹
氏
（
日
本
民
俗
建
築
学
会
理
事
）
、
山
崎
研
究
室
の

学
生
諸
君
六
名
と
と
も
に
行
っ
た
。

こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
田
口
光
一
氏
、
多
田
井
幸
視
氏
、
上
田
市

教
育
委
員
会
の
関
係
各
位
、
上
塩
尻
区
長
河
合
蔵
人
氏
の
ご
協
力
を
頂

ヽ

[
J
O
 

し

fま
た
調
査
を
は
じ
め
る
前
夜
、
地
元
の
古
老
一

0
名
の
方
々
に
公
民

館
に
お
集
ま
り
願
い
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
席
に
は

上
田
民
俗
研
究
会
の
有
志
の
方
も
同
席
さ
れ
た
。

調
査
当
日
は
、
調
査
に
お
伺
い
し
た
お
宅
は
丁
度
畑
仕
事
に
繁
忙
な

時
期
に
も
係
わ
ら
ず
実
に
ご
親
切
に
ご
協
力
頂
い
た
。
中
に
は
今
回
は

時
間
が
足
り
ず
ぉ
待
ち
頂
き
な
が
ら
伺
え
な
か
っ
た
お
宅
も
何
軒
か
あ

こ。t
 

つ
特
に
、
清
水
憲
之
助
氏
に
は
こ
の
調
査
以
前
か
ら
種
々
ご
教
示
頂
く

と
共
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
今
後
も
継
続
す
る
予
定

こ
こ
に
お
世
話
-
1

な
っ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
（
平

成
元
年
八
月
一
五
日
脱
稿
）

稲
村
坦
元
氏
の
八
慧
眼
＞
…
…
…
紫
藤
啓
治

稲
村
先
生
を
偲
ぷ
…
…
…
…
…
・
・
冨
田
勝
治

稲
村
先
生
と
私
・
・
・
・
…
…
…
•
•
;

．．．． 
栗

原

仲

道

稲
村
先
生
と
の
機
縁
•
…
…
…
・
・
・
・
・
岩
田
利
雄

稲
村
坦
元
先
生
を
偲
ん
で
・
・
・
・
・
・
・
・
・
岡
野
恵
二

稲
村
先
生
の
思
い
出
：
…
…
…
…
・
林
茂
美

故
稲
村
坦
元
先
生
一
筆
だ
る
ま
碑
：
・
長
島
喜
平

追
悼
稲
村
坦
元
先
生
…
…
…
…
…
和
田
博

稲
村
坦
元
先
生
を
偲
ぶ
：
…
…
…
・
斎
藤
貞
夫

辞
世
の
傷
「
不
樽
具
樽
」
•
…
…
·
…
•
青
木
忠
雄

伊
豫
史
談
（
二
七
一
l
-
)

元

・

四

伊

予

史

談

会

道
後
温
泉
神
の
湯
本
館
の
技
術
ル
ー
ツ
ー
鰈
村

紫
朗
知
事
の
英
断
と
功
績
ー
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
河
合
勤

重
信
川
支
流
内
川
筋
の
井
堰
潅
漑
・
・
・
門
田
恭
一
郎

松
崎
憮
堂
と
西
条
藩
⇔
：
…
…
…
…
：
石
丸
和
雄

国
分
寺
•
国
分
尼
寺
出
土
瓦
の
展
開
：
・
山
内
隆
夫

芸
能
（
一
＿
＿
六
二
）
元
•
四
芸
能
学
会

特
集
折
口
信
夫
と
芸
能

民
俗
芸
能
と
芸
能
研
究
：
・
:
．．．．．．．．．． 
＿
―
-
隅
治
雄

芸
能
史
の
思
想
：
•
•
…
…
…
…
…
…
・
・
伊
藤
好
英

祭
祀
と
芸
能
：
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
高
梨
一
美

芸
能
に
お
け
る
鎮
魂
・
…
…
…
…
…
・
・
津
田
博
幸

芸
能
（
三
六
ー
―
-
）
元
・
五
芸
能
学
会

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
み
る
古
琉
球
の
世
界
観

ー
琉
球
王
朝
時
代
の
信
仰
ー
…
…
…
…
外
間
守
善

奄
美
・
沖
縄
の
信
仰
と
神
話
ー
羽
衣
伝
承
を
中
心
と

し
て
ー
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
大
林
太
良

人
文
地
理
(
4
1
.
2
)
8
9
.
4

人
文
地
理
学
会

中
高
層
集
合
住
宅
居
住
者
の
住
居
移
動
ー
福
岡

市
で
の
事
例
研
究
ー
・
…
…
…
;
．．．．．．．．． 
由

井

義

通

山
村
社
会
の
空
間
構
成
と
地
名
か
ら
み
た
土

地
分
類
ー
奈
良
県
西
吉
野
村
宗
川
流
域
を
事
例
に
ー

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
関
戸
明
子

現
代
日
本
に
お
け
る
山
村
研
究
の
課
題
と
展

望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
岡
橋
秀
典

青
森
県
下
北
地
方
の
最
近
の
冷
害
被
害
と
農

民
の
知
覚
・
対
応
•
…
…
…
…
…
•
•
安
藤
清

歴
史
手
帖
(
1
7
.
5
)
8
9
.
5

名
著
出
版

小
特
集
風
土
記
と
天
皇

『
風
土
記
』
の
天
皇
像
—
道
徳
・
正
蓑
ー
…
関
和
彦

天
皇
の
言
葉
…
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
宇
井
隆

『
風
土
記
』
に
残
さ
れ
た
天
皇
た
ち
…
荒
井
秀
規

播
磨
風
土
記
と
応
神
天
皇
•
…
…
・
・
・
・
・
三
舟
隆
之

景
行
天
皇
と
九
州
風
土
記
・
…
…
…
・
・
長
谷
川
一
浩

出
雲
国
風
土
記
と
天
皇
…
…
…
…
…
瀧
音
能
之

（
東
京
都
町
田
市
玉
川
学
園
一
ノ
＿
ノ
ニ
0
)

：↑
1

9

9
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（
平
成
元
年
十
二
月
一
日
現
在
）

住
所
変
更
（
新
住
所
）

東
京
都
太
田
区
蒲
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-

I
]ー

-
0住
友
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山

ッ
テ
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ウ
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0
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例
年
ど
お
り
民
俗
特
集
号
と
し
て
一
月
号
を
お
届
け
す

る
。
お
忙
し
い
中
、
玉
秘
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
心
か
ら
惑
謝
rtl
し
上
げ
る
。

随
分
以
＂
叫
か
ら

、
そ
し
て
現
在
も
民
俗
学
に
と

っ
て
模

索
の
時
代
が
続
い
て
い
る
。

模
か
示
し
て
い
る
の
は
、
学
問

の
方
法
と
学
間
の
対
象
に
つ
い
て
て
あ
る
。
そ
し
て
、
両

者
に
か
か
わ
っ
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て

い
る
の

が
、
都
市
の
民
俗
と
ヒ
デ
オ
漫
画
・硲
話
な
ど
と
い

っ
た

高
度
侑
報
化
社
会
の
中
の
風
俗
で
あ
る
。

そ
ん
な
動
き
の
中
で
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
民
俗
研
究

ば
、
と
も
す
れ
ば
時
代
遅
れ
な
も
の
と
し
て
遠
ざ
け
ら
れ

て
い
く
傾
向
か
あ
る
。
本
号
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

論

文
，報
告
Ii
、
そ
の
多
く
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
正
統

的

な
研
究
で
あ
る
が
｀
そ
れ
が
逆
に
新
鮮
に
思
わ
れ
た
り
も

す
る
a

本
号
の
中
で
、
方
法
的
に
新
し
い
志
向
か
み
ら
れ

る
の
は
、
林
論
文
の
民
俗
の
変
化
へ
の
着
目
が
あ
る
。
民

俗
と
は
い
え
、
永
久
不
変
で
は
な
く
必
ず
変
容
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
視
点
は
今
後
多
く
な
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
研
究
対
象
と
し
て
は
、
佐
々
木
論
文
か
雑
国

の
民
俗
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
の
が
新
し
い
c

日
本
の

民
俗
と
は
い
え
、
世
界
か
ら
、
と
り
わ
け
束
ァ
ぐ
ツ
ア
か
ら

孤
立
し
て
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
か
ら
、
益
々
周
辺
地
域

と
の
比
較
が
問
姪
に
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

3

そ
う

す
れ

ば
、
特
殊
性
に
し
ろ
普
遍
性
に
し
ら
、
国
内
だ
け
を
見
て

い
た
狭
い
目
て
は
見
え
な
か

っ
た
何
か
か
見
え
て
く
る
に

違
い
な
い
。 編
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侶
川
は
今
、
第
何
次
か
の
急
激
な
開
発
の
波
が
押
し
寄

せ
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
変
訳
し
て
い
る
。
古
い
習
俗
を

全
て
良
し
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
巾
に
は
き
ち
ん
と

し
た
形
で
せ
め
て
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
あ
る
。

近
頃
は
、
そ
う
し
た
危
栽
感
ま
で
も
が
、

「
ふ
る
さ
と
造
り
」
な
ど
と
い
う、

日
本
中
ど
こ
へ
行
っ
て

も
岡
じ
ス
ク
イ
ル
の
村
を
作
ろ
う
と
す
る
商
売
の
種
に
な

り
、
自
ら
の
足
下
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
。

こ
ん
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
き
方
と
し
て
の
民

俗
学
が
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

ト
・
ツ
に
住
む
者
で
ば
な
く
、
開
発
と
破
壊
の
彼
の
最
先
端

に
位
仰
す
る
牧

々
に
こ
七
仇
わ
さ
れ
た
課
坦
で
も
あ
る
。

（
福
澤
昭
司
）
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